
沖縄医療生活協同組合・沖縄県民主医療機関連合会・看護奨学生便り 

 

１９５８年に第４回世界大会（東京）をめざして広

島から開始されました。この行進は８割の自治体を通

過し、１０万人以上が参加する草の根の反核運動と

して発展・定着し、原水爆禁止世界大会成功の基

盤を築き、核兵器廃絶の国民的共同をひろげてきま

した。 

今年も名護市辺野古を出発し、県内各地で核兵

器廃絶を訴えて国民平和大行進が行われます。核

兵器のない未来を切り開くための学習の機会として捉え、多くの看護奨学生の参加を期待します。 

今年は、複数の場所でスタンディングでのアピール行動の予定です。（行進は行わない予定です） 

 

「いつでも元気」の５月号の６ページに沖縄協同病院 皮膚科の崎枝薫医

師の記事が掲載されていますので、ぜひご一読下さい。 
記事の内容は「マスクの肌荒れ」についての記事となっています。 

 コロナ禍のスキンケア 

2021 年 5 月号 

沖縄県民主医療機関連合会 

看護学生担当：安仁屋政芸 

住所：那覇市古波蔵 4-10-53 

   健康企画ビル３F 

期間︓6月 13日（日）～19日（土） 

（参加予定 6月 19日（土）） 

参加連絡は安仁屋 政芸まで 

携帯番号︓080-6498-7237   
E-mail︓okiminkango@yahoo.co.jp 

mailto:okiminkango@yahoo.co.jp

